






 

研究目的 

 鹿児島県は母子保健の一つの指標である妊産婦死亡が全国平均に比べ著しく

高く,昭和 30 年代から昭和 40 年代まではまことに悲惨そのもので,わが国での

最高率もしくはこれに近い率を示していた。そこで本県では“太陽の子運動”

を昭和 44 年度より始め,母子保健対策を行政の段階へとのせ,その結果昭和 50

年代には妊産婦死亡率はかなり改善はされてきたが今なお全国平均を上まわっ

ている現状である。その一因として本県はわが国の僻地や離島の代表といって

も過言ではなく,これらの地域では厳しい生活環境,医療水準,住民の衛生知識

の不十分なことなどが考えられる。 


